
事業型
事業箇所名
（地区名）

104,000

　該当なし

鳥取県

対象市町村

農道整備事業
鳥取市、岩
美町

広域営農団
地農道整備
（広域営農
団地農道
型）

農山漁村地域整備計画

計画の名称

農村生活環境向上に向けた因幡のまちづくり

計画策定主体

平成29年12月15日

鳥取県鳥取市及び鳥取県岩美郡岩美町

計画の期間

平成２９～３０年度

計画の目標

営農作業の効率化を図るため、農産物の集荷・加工・市場出荷等の一連の作業の効率化を図ると共に、都市部と中山間集落を連絡
することにより、農村生活環境面（通勤、生活物資搬入）の向上を図る。

定量的指標
①農業施設への集出荷の改善（運搬時間を7分短縮）
②緊急時の代替道路を1路線整備
③観光振興（幹線道路から観光施設への移動時間を10～14分短縮）

定量的指標の考え方及び定義等
1)考え方
指標①農業施設への集出荷の改善（距離短縮、運搬車種の大型化）並びに生産資材、堆肥の導入の改善。
指標②台風等の大雨により県道鳥取福部線が通行不能となった際の代替道路としての役割を果たす。
指標③多数の観光拠点を結ぶネットワークとして広域的に道路網が整備されることにより、拠点間の移動時間の短縮や渋滞を緩和させることが可能とな
り、「もう一箇所観光できる」という意識を派生させ、かつ滞在時間の延長等を誘導することができる。

2)定義等
指標①全線開通時に営農団地から拠点施設への運搬時間の短縮。（生産地～梨選果場の運搬時間が３０分（平成２８年度）→２３分（平成３０年度）に短
縮）
指標②緊急時において代替道路としての機能確保。
指標③鳥取県の主要幹線道路である国道９号から主要観光施設への移動時間の短縮。（国道９号（岩美町内）～美歎牧場、国道９号（岩美町内）～旧美歎
水源地への移動時間がそれぞれ３５分（平成２８年度）→２１分（平成３０年度）、３２分（平成２８年度）→２２分（平成３０年度）に短縮）

事　業　名 工期事業実施主体 関係市町村

計画期間内
の事業内容
（工種及び数

量）

計画期間内
の総事業費
（千円）

農道L=855m鳥取県岩美２期 H29-H30

②関連事業

合計
（全体事業費）

（単位：千円）

費用対効
果

1.02104,000

備考



判　　定

1 目標の妥当性

関連計画等との整合性 ○

地域の課題への対応 ○

2 計画の効果・効率性

整備計画の目標と評価指標の
整合性

○

評価指標の明瞭性 ○

目標と事業内容の整合性 ○

事業の効率性 ○

3 計画の実現可能性

円滑な事業執行の環境 ○

地元の機運 ○

農村生活環境向上に向けた因幡のまちづくり

都道府県名

計画名

【自主的・主体的な検証（事前評価)結果】

　目標の妥当性、整備計画の効果・効率性、及び整備計画の実現可能性について、以下の観点で自主的な事前検証を行った結果、妥当と
判断した。
　なお、交付期間終了後の事後評価については、各指標の定量的な達成度をそれぞれの手法を用いて調査・把握し、速やかに評価を実施
する。

項　　　目 自主的・主体的な検証の内容

本県の農業振興策や抱える課題と整備計画の目標が適合していること。

整備計画の目標と評価指標の整合性が図られていること。

評価指標設定の考え方や定義、計算式等が明記されていること。

効率的な目標達成の観点から、対象事業に掲げた各事業の実施が必要と認められるこ
と。
対象事業に掲げた事業地区毎に、すべての効用がそのすべての費用を償うと認められる
こと。（予算補助事業は除く）

周辺住民等との合意形成や市町村の協力体制など、円滑な事業執行のための環境が整
えられると見込まれること。

受益農家及び市町村から、負担を含めた事業同意が確実に得られると見込まれること。

食料・農業・農村基本計画や土地改良長期計画との整合性が図られていること。

鳥取県


